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ボーイスカウトにおける体験活動が青少年に与える影響

Effect of Experiential Activities in Boy Scout on youth

田中　優 *
Masashi TANAKA
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＜要　　　約＞

　本研究は，学校教育であるフォーマル教育，家庭教育であるインフォーマル教育，そして，

地域における組織化された教育であるノンフォーマル教育の 3 つの教育の内，ノンフォーマ

ル教育としてのボーイスカウトにおける体験活動が青少年に与える影響を明らかにすること

を目的としている。本調査における体験活動は「2014 年度新多磨地区 BS 山中訓練キャンプ」

であり，2 泊 3 日のボーイスカウトの訓練キャンプに参加した 13 歳から 15 歳のスカウト 19

名（男子 18 名，女子 1 名）を調査対象として，キャンプの参加前 ( 事前調査：2015 年 2 月 15 日 )

と参加後 ( 事後調査：2015 年３月 29 日 ) に質問紙調査を実施した。調査内容は，Ⅰ「生きる

力」：「IKR 評定用紙 ( 簡易版 )」，Ⅱリーダーシップ測定尺度，Ⅲ自尊感情尺度，Ⅳフェイスシー

トであった。「生きる力」，および，自尊感情について事前と事後の得点の有意な差はほとん

ど認められなかったが，リーダーシップ能力の「集団維持機能」については有意な差が認め

られた。2 泊 3 日の体験活動が，リーダーシップや社会的スキルを向上させたという結果は，

ノンフォーマル教育としてのボーイスカウト教育の可能性を示すものであり，更なる実証的

な調査研究が望まれる。

* 大妻女子大学　人間関係学部　人間関係学科　社会・臨床心理学専攻
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１．問題

（１）体験活動と３つの教育の連携

　中央教育審議会（2013）は「今後の青少年の体

験活動の推進について（答申）」において，「体験

活動は人づくりの “ 原点 ” であるとの認識の下，

未来の社会を担う全ての青少年に，人間的な成長

に不可欠な体験を経験させるためには，教育活動

の一環として，体験活動の機会を意図的・計画的

に創出することが求められている。」と体験活動

の意義と重要性について述べている。また，「地域・

学校・家庭・民間団体・民間企業等がそれぞれの

立場で自らの役割を適切に果たし，連携していく

ことが必要である。」と教育の連携について言及

している。

　教育の連携については，フォーマル教育（定型

的教育），インフォーマル教育（無定型的教育），

そして，ノンフォーマル教育（非定型的教育）の

3 つの教育の連携が重要である（図１）。フォーマ

ル教育とは，年代別に等級づけされた小学校から

大学に至る教育制度である。インフォーマル教育

とは，自らの生活環境の中で，日々の経験や教育

的影響，人的物的資源から姿勢，価値観，技能，

知識を身につけるための生涯に及ぶプロセスのこ

とであり，一般的には，家庭における教育を指し

ている。そして，ノンフォーマル教育とは，公式

の確立された制度以外の組織化された教育活動の

ことであり，教育目的をもった組織された機関で，

特定の受益者に向けられるものである。

（２）スカウト教育法について

　ノンフォーマル教育について，国際的な５大ノ

ンフォーマル教育組織は，「世界 YMCA 同盟」「世

界 YWCA」「世界スカウト機構」「ガールガイド・

ガールスカウト世界連盟」「国際赤十字赤新月社

連盟」とされる。この中でも，世界スカウト機構は，

日本においては，ボーイスカウトが，歴史と実績

のある教育組織として知られている。

　ボーイスカウト運動は，1907 年イギリスで発祥

した青少年教育運動である。日本には，1911（明

治 44）年に紹介され，後藤新平を初代総長として

1922（大正 11）年，少年団日本連盟が設立され，

1924（大正 13）年に世界事務局に登録された。加

盟員数は，1983（昭和 58）年の 33 万人をピークに，

その後減少傾向が続き，現在は 122,812 人（2015（平

成 27）年 3 月 31 日付）である。

　ボーイスカウト教育が他の青少年団体と異なる

ところは，単に，野外活動や奉仕活動などを行な

うことが目的ではなく，そのプログラムに，「ち

かい・おきて」の実践，班制教育，進歩制度，野

外活動を取り入れているところにある。

　ボーイスカウト運動には，以下の 3 つの特徴が

図１　フォーマル教育・ノンフォーマル教育・インフォーマル教育の連携

家庭
インフォーマル教育
（無定形的教育）

地域
ノンフォーマル教育

（非定形的教育）

学校
フォーマル教育
（定形的教育）
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上げられる。

１　青少年の自発活動であること。

２　 青少年が，「誠実，勇気，自信，および国

際愛と人道主義を把握すること」，「健康を

築くこと」，「人生に役立つ技能を体得する

こと」，「社会に奉仕できること」のすなわ

ち，「人格」「健康と体力」「知識と技能」「奉

仕」を 4 本柱としていること。

３　 幼児期から青年期にわたる各年齢層に適応

するよう，年齢に応じた部門があり，それ

ぞれのプログラムが一貫していること。

　スカウト教育の教育目的は，「自らが進んで働

きかける，積極的・能動的な社会性の涵養」とさ

れる。そして，その教育目的を達成するため「人格」

「健康と体力」「知識と技能」「奉仕」の 4 つの領

域に関して，その資質を高めることを意図した活

動が行われている。さらに，その活動は，スカウ

トにとっては，楽しいゲームという形を基本とし

ている。すなわち，スカウト達は，スカウティン

グという楽しいゲームに熱中する間に，ひとりで

に，「人格」「健康と体力」「知識と技能」「奉仕」

の社会人に必要な 4 つの資質を高めていくのであ

る（図 2）。

（３）目的

　体験活動の重要性が指摘され，その実践のため

に，多様な教育の場での体験活動が望まれている。

体験活動の実践について，ノンフォーマル教育に

おける長い歴史と大きな実績、および、今後への

可能性を有するボーイスカウト教育ではあるが，

現状では，加盟員の減少という問題を抱えている。

同様の問題に対して，公益社団法人ガールスカウ

ト日本連盟では，さまざまな取り組みを行ってお

図２　スカウト教育の四本柱：スカウトと指導者の視点

模範的な将来の社会人として、特に「人格(Character)」と「健康(Health)」の部分において発達させること。
すなわち利己心を奉仕に置き換え、他の人に対する奉仕のためにその能力を使えるように青少年を道徳的・
身体的に個々の人間として役立つようにすること。
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り，その中で，ガールスカウト教育に関する調査

研究を行い，ガールスカウト教育は，①積極的に

人と関わる力，②仲間と成し遂げる力，③挑戦し

ようとする力，④自己肯定感，⑤ジェンダーに偏

らない世界観を高めること。また，それを実現す

るためには，「体験重視」「グループ活動」「異年

齢とのかかわり」「女性だけの環境」が重要であ

ることを実証的に明らかにしている（公益社団法

人　ガールスカウト日本連盟 , 2013）。

　ボーイスカウト教育における教育効果の調査研

究は，2011 年開催の第 22 回世界スカウトジャン

ボリー（22WSJ) や 2013 年開催の第 16 回日本ジャ

ンボリー（16NJ) において，長期野営が青少年に

与える影響に関する実証的な調査研究が行われて

いる。すなわち，第 22 回世界スカウトジャンボ

リーでは，ジャンボリーへの参加により「生きる

力」や「国際理解能力」が向上し，身体的，精神

的等の分野における成長がみられ，参加者は「効

果的な経験ができた」という満足度が高いことを

（中島・島貫 , 2012），また，第 16 回日本ジャンボ

リーでは，ジャンボリーへの参加が異文化理解を

深め，グローバルな人材育成の契機になり，パト

ロールシステム（班制度）の機能によりリーダー

シップ能力が向上したことなどを実証的に明らか

にし，第 22 回世界スカウトジャンボリーと第 16

回日本ジャンボリーの調査結果には，多くの類似

が見られたと報告している（中野・齋藤 ,2014）。

中野と齋藤は，これらの調査研究が，ボーイスカ

ウト活動の成果を，実証的，客観的に評価するこ

とにより，曖昧な身体感覚を一定の基準によって

数値化し，多くの人がその感覚を共有することが

でき，青少年へのジャンボリーの教育的意義とそ

の必要性を再認識する機会であることを指摘して

いる。そして，今後は，事前事後の調査だけでなく，

3 か月後や 1 年後の調査の必要性，および，更な

る調査研究体制の確立，そして，普段のボーイス

カウト活動を含めた教育的意義やその必要性を定

量的に把握できる仕組みづくりが必要であると今

後の課題を述べている。

　そこで，本研究では，より普段のボーイスカウ

ト活動について，より日常的な，学校，地域，家

庭という教育環境に焦点をあて，ノンフォーマル

教育としてのボーイスカウトにおける体験活動が

青少年に与える影響を明らかにすることを目的と

する。

２.方法

（１）体験活動

　本研究における体験活動は，日本ボーイスカウ

ト東京連盟新多磨地区主催の「2014 年度新多磨地

区 BS 山中訓練キャンプ」で，新多磨地区内の 13

のボーイスカウト隊から選抜されたスカウトによ

る 2 泊 3 日の野営技能向上，班運営や班長・次長

としての意識向上のための訓練キャンプである。

　スカウトは，訓練キャンプ（2015 年 3 月 27 日

～ 29 日 ) の前に実施された 2 回の事前集会（第１

回事前集会：2015 年 2 月 15 日，第２回事前集会：

2015 年 3 月 15 日）において，4 つの混成班に分

けられ，班ごとに，班名，班の役務などをそれぞ

れ決めた。訓練キャンプ（表 1）では，班活動を

基本として，テント泊にて生活を行い，班対抗（一

部個人対抗 ) で，野外技能や野営技能を競うゲー

ム（表 2）を行なった。訓練キャンプの日程，プ

ログラムは，班員どうしの交流，リーダーシップ

能力，野外技能や野営技能，スカウティングに対

する意識などの向上を趣旨として，参加指導者に

より，企画，実施された。

（２）調査対象

　調査対象者は，日本ボーイスカウト東京連盟新

多磨地区が主催する「2014 年度新多磨地区 BS 山

中訓練キャンプ」に参加したスカウト 19 名（男子：

18 名，女子：1 名）であった。

（３）調査方法

　調査方法は，2 泊 3 日の訓練キャンプ（2015 年

３月 27 日～ 29 日）の参加前（事前調査）と参加

後（事後調査）に質問紙調査を実施した。調査では，

回答前に，事前調査と事後調査を実施すること，

事前事後の調査を比較する必要性を説明し，両調

査におけるデータの対応を確保するために，所属・
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自隊での役務・氏名・年齢・性別への回答を求めた。

（４）調査期日

　調査期日については，事前調査は，2015 年２

月 15 日　第 1 回事前集会開始時に，事後調査は，

2015年 3月 29日　訓練キャンプ閉会式直後に行っ

た。

（５）調査内容

１）「生きる力」：「IKR 評定用紙（簡易版）」（独

立行政法人国立青少年教育振興機構，2010）

　「生きる力」を測定するために独立行政法人国

立青少年教育振興機構が作成した 28 項目（表 3）。

「いやなことは，いやとはっきり言える」といっ

た心理的社会的能力（14 項目），「自分かってな，

わがままを言わない」といった徳育的能力（8 項

目），「早寝早起きである」といった身体的能力（6

項目）の 3 つの能力で「生きる力」を測定する。

各項目に対して，1：まったくあてはまらない，2：

あてはまらない，3：あまりあてはまらない，4：

少しあてはまる，5：よくあてはまる，6：とても

よくあてはまる，の 6 件法で回答を求めた。

表１　訓練キャンプ・日程表

time １日目（3月27日） ２日目（3月28日） 3日目（3月29日）

床起床起03:5
給配給配00:6

7:00

検点検点00:8
朝礼・モーニングゲーム 朝礼・モーニングゲーム

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00 食料配給

17:00 国旗降納 国旗降納

18:00

19:00

20:00

21:00 班長会議 班長会議
班会議 班会議

22:00 消灯　 消灯　

朝食・サイト整備 朝食・サイト整備

集合・開会式
オリエンテーション

設営

プログラム
「火熾し」

徹営

ナイトプログラム
「計測」

営火

設営

料理コンテスト

プログラム
「ロープ結び」

昼食

閉会式

昼食昼食

食夕食夕

表２　訓練キャンプにおける野営技能ゲーム

容内ムーゲ能技外野程日

１日目：夜 計測ゲーム
20m先に置かれたランタンの間隔や、地面に置かれた３つのランタン
までの距離を計測する。

２日目：午前 火熾しゲーム 火床の上に張られた麻紐を、火を熾して切る早さを競う。
２日目：午後 ロープ結びゲーム 丸太をロープ１本で運ぶなど、各種のロープ結びの技能を競う。
２日目：午後 料理コンテスト 山形県の郷土料理「ほうとう」を手打ちで作り出来栄えを競う。
２日目：夜 営火(キャンプファイヤー )  班ごとにオリジナルのスタンツを考え披露する。
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２）少年期（高学年）のリーダーシップ測定尺度(国

立妙高青少年自然の家 , 2011）

　国立妙高青少年自然の家（2011）が開発した，

青少年の学童期（小学校高学年）に求められるリー

ダーシップ能力を測定する尺度。三隅（1978）の

「PM 理論」を基に，「課題達成（Performance）機

能」，すなわち，集団全体で何らかの目標を定めて，

その目標に向かって成員を動機づけ，目標を達成

させる機能を測定する 12 項目，また，「集団維持

（Maintenance）機能」，すなわち，集団のメンバー

同士のコミュニケーションを円滑にさせ，人間関

係を良好にし，結束させる機能を測定する 8 項目

の計 20 項目からなる。20 項目は，「課題達成機能」

と「集団維持機能」の 2 つの上位指標の下に，5

つの中位指標として，青少年のリーダー性を特定

する要素（資質・能力），すなわち，「困難に自ら

立ち向かおうとする力」「計画的に考え行動する

力」「情報を収集し，創造力をもって課題を解決

しようとする力」「役割を意識し，集団の規範を

守る力」，そして，「集団内の人間関係を円滑にし

ようとする力」の「リーダーシップ 5 つの力」に

分けられ，さらに，5 つの中位指標をそれぞれ 2

つに分けた 10 の下位指標，すなわち，「意欲 ･ 自

立性」「危機意識」「計画 ･判断」「省察・アクショ

ン」「情報収集」「想像力」「役割意識」「規範意識」

「伝達・コミュニケーション」そして，「ユーモア・

明るさ」から構成される（表 4）。各項目に対して，

1：まったくあてはまらない，2：あてはまらない，

3：あまりあてはまらない，4：少しあてはまる，5：

よくあてはまる，6：とてもよくあてはまる，の 6

件法で回答を求めた。

３）自尊感情尺度（福岡県青少年アンビシャス運

動推進室 ,2010）

　福岡県青少年アンビシャス運動推進室（2010）

が，Rosenberg（1965）の自尊感情尺度の項目を児

童にもわかりやすく翻訳したもので，肯定的な 5

つの設問と否定的な 5 つの設問からなる（表 5）。

各項目に対して，1：まったくあてはまらない，2：

あてはまらない，3：あまりあてはまらない，4：

表３　「生きる力」：「IKR 評定用紙 (簡易版 )」(独立行政法人国立青少年教育振興機構，2010)

上位能力 下位能力 調査項目
いやなことは、いやとはっきり言える
小さな失敗はおそれない
自分からすすんで何でもやる
前むきに、物事を考えられる
だれにでも話しかけることができる
失敗しても、立ち直るのがはやい
多くの人に好かれている
だれとでも仲よくできる
自分のことが大好きである
だれにでも、あいさつができる
先を見通して、自分で計画が立てられる
自分で問題点や課題を見つけることができる
人の話しをきちんと聞くことができる
その場にふさわしい行動ができる
自分かってな、わがままを言わない
お金やモノのむだ使いをしない
花や風景などの美しいものに、感動できる
季節の変化を感じることができる
いやがらずに、よく働く
自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる
人のために何かをしてあげるのが好きだ
人の心の痛みがわかる
早寝早起きである
からだを動かしても、疲れにくい
暑さや寒さに、負けない
とても痛いケガをしても、がまんできる
ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える
洗濯機がなくても、手で洗濯できる

心
理
的
社
会
的
能
力

徳
育
的
能
力

身
体
的
能
力

日常的行動力

身体的耐性

野外技能・生活

明朗性

交友・協調

現実肯定

視野・判断

適応行動

自己規制

非依存

積極性

自然への関心

まじめ勤勉

思いやり
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少しあてはまる，5：よくあてはまる，6：とても

よくあてはまる，の 6 件法での評定を求めた。

　なお，１）「生きる力」：「IKR評定用紙(簡易版)」，

２）少年期（高学年）のリーダーシップ測定尺度，

および，３）自尊感情尺度は，事前調査と事後調

査の両調査において共通して用いた。

４）フェイスシート

　事前調査では，①スカウト経験 ( 年数 ) ②スカ

ウトを始めた部門③スカウト活動の楽しさ④自

信・興味のあるスカウト技能⑤現在の級⑥進級の

希望⑦所属・自隊での役務・氏名・年齢・性別⑩

調査の感想 ･質問への回答を求めた。

　事後調査では，①楽しかったプログラム②自信・

興味が出たスカウト技能③訓練キャンプの楽しさ

④来年後輩に参加を勧める程度⑤進級の希望⑥所

属・自隊での役務・氏名・年齢・性別⑦調査の感

想 ･質問への回答を求めた。

３．結果

（１）回収率，および，調査対象者について

　回収率は，事前事後共に 100％であった。また，

調査対象者の平均年齢は，事前調査時 13.9 歳

(SD=0.5歳)，事後調査時14.0歳(SD=0.4歳)であっ

た。性別は，男子 18 人 (95％ )，女子 1 名 (5％ )

であった。

（２）調査対象者のスカウト経験，スカウト活動

　　 に対する楽しさについて

　調査対象者のスカウト経験は，5 年が 2 人

(11％ )，7 年が 4 人 (21％ )，8 年が 9 人 (47％ )，

9 年が 3 人 (16％ )，10 年が 1 人 (5％ ) であった。

スカウト活動を始めた部門は，ビーバースカウト

( 幼稚園年長から小学 2 年 ) からが 16 人 (84％ )，

カブスカウトからが 3 人 (16％ ) であった。自

隊での役務は，班長が 9 名 (47％ )，次長が 4 名

(21％ )，その他が６名 (32％ )であった。

表４　少年期（高学年）のリーダーシップ測定尺度 (国立妙高青少年自然の家 , 2011)

表５　自尊感情尺度 (福岡県青少年アンビシャス運動推進室 ,2010)

上位指標 中位指標
（１） 人が嫌がることでも自分から進んで取り組むことができる。
（２） すすんでお手伝いや勉強をすることができる。
（３） 危ないことを予測して避けることができる。
（４） その場の状況にあわせて考えることができる。
（５） 決めた時間にあわせて行動することができる。
（６） 先のことを考えて行動することができる。
（７） 内容を考えて話すことができる。
（８） 反省したことを次の行動や活動に生かしている。
（９） 物事をいろいろな方向から見ることができる。

（１０） わからないことは自分で調べることができる。
（１１）うまくいくようにいろいろな工夫をすることができる。
（１２）興味のあることにチャレンジしてみたい。
（１３）自分がするべき役割をはっきりわかっている。
（１４） 全体の目標にあわせて活動に取り組んでいる。
（１５）ルールや約束を必ず守ることができる。
（１６）親や先生に言われなくても規則にしたがうことができる。
（１７）困っている友だちがいたら励ますことができる。
（１８）友だちの立場に立って話を聞くことができる。
（１９）明るく元気にあいさつや返事ができる。
（２０）場を和ますことができる。

情報を収集し、創
造力をもって課題
を解決しようとする
力

少
年
期

高
学
年

の
リ

ダ

シ

プ
測
定
尺
度

項目

想像力

役割意識

規範意識

伝達・コミュニケーション

意欲・自立性

危機意識

計画・判断

省察･アクション

情報収集

役割を意識し、集
団の規範を守る力

集団内の人間関
係を円滑にしようと
する力

課
題
達
成
機
能

集
団
維
持
機
能

下位指標

ユーモア・明るさ

1

2

3

4

5

10

6

7

8

9

困難に自ら立ち向
かおうとする力

計画的に考え行動
する力

1 すべての点で自分に満足している。 P
2 ときどき｢自分はだめだなぁ」と思うことがある。 N
3 いくつかの点で見どころがあると思っている。 P
4 友だちがやるのと同じくらいにいろいろなことができる。 P
5 あまり得意なことがない。 N
6 ときどき「役に立っていないなぁ」と感じることがある。 N
7 少なくとも自分がほかの人と同じくらい価値ある人だと思う。 P
8 もっと自分を尊敬できたらいいなと思う。 N
9 何をやっても失敗するのではないかと思ってしまう。 N

10 自分のことを積極的に認めている。 P
注：Pは肯定的項目、Nは否定的項目（逆転項目）
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（３）スカウト活動に対する楽しさについて

　ボーイスカウト活動に対する楽しさについて

は，ぜんぜん楽しくないが 1 人 (5％ )，まあ楽し

いが 4 人 (21％ )，楽しいが 8 人 (42％ )，とても

楽しいが 6 人 (32％ ) であり，9 割以上（94.7％）

がスカウト活動は楽しいと感じていた（図 3）。

（４）訓練キャンプの感想：楽しさ，参加の意義

　　 について

　訓練キャンプに参加して楽しかったかどうかに

ついては，まあ楽しかったが 3 人 (15.8％ )，楽し

かったが 7 人 (36.8％ )，とても楽しかったが 9 人

(47.4％ ) と，すべてのスカウトが楽しかったとい

う感想を持ち，その約半数 (47.4％ ) がとても楽

しかったと感じていた（図 4）。

　また，訓練キャンプへの参加の意義について，

「後輩に来年の訓練キャンプへの参加をすすめま

すか？」と尋ねたところ，まあすすめるが 1 人

(5.3％ )，すすめるが 11 人 (57.9％ )，絶対すすめ

るが 7 人 (36.8％ ) と，すべてのスカウトが参加

図３　スカウト活動に対する楽しさ

ぜんぜん
楽しくない

あまり
楽しくない

少し
楽しくない

まあ
楽しい

楽しい
とても
楽しい

合計

人数 1 0 0 4 8 6 19
％ 5.3% 0.0% 0.0% 21.1% 42.1% 31.6% 100.0%

ボーイスカウトは楽しいですか？

1
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図４　訓練キャンプの感想：楽しさ

ぜんぜん
楽しく

なかった

あまり
楽しく

なかった

少し
楽しく

なかった

まあ
楽しかった

楽しかった
とても

楽しかった
合計

人数 0 0 0 3 7 9 19
％ 0.0% 0.0% 0.0% 15.8% 36.8% 47.4% 100.0%

訓練キャンプは楽しかったですか？
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の意義を強く感じていた（図 5）。

（５）訓練キャンプ参加前後の「スカウト技能へ

　　 の興味・自信」の変化について

　訓練キャンプ参加の前後で，興味や自信が高

まったスカウト技能は，計測（事前：0 人→事後：

3 人），ロープ（事前：4 人→事後：8 人），火熾し

（事前：10 人→事後：11 人），野営法（テント）（事

前：6 人→事後：7 人）であった（図 6）。

（６）訓練キャンプ参加前後の「進級目標」の変化

　　 について

　訓練キャンプ参加の前後で，進級目標が高まっ

たかどうかについて，調査前のスカウトは，初級

が 2 人，2 級が 8 人，1 級が 9 人であった。これ

らのスカウトが，何級まで進級したいかという進

級目標の高まりは，訓練キャンプ参加の前後で，

1 級までが 5 人から 3 人へ，菊章までが両調査と

もに 6 人，ベンチャー章までが 4 人から 5 人へ，

図６　訓練キャンプ参加前後のスカウト技能への興味・自信の変化

読図 計測 通信 火起こし
ロープ
（結索）

救急法 野外料理
野営法
（テント）

ソング その他 なし

事前 2 0 1 10 4 3 6 6 3 1 5
事後 1 3 1 11 8 0 5 7 3 0 0

2

0

1
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4

3

6 6

3

1

5
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図５　訓練キャンプの感想：参加意義
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富士章までが 4 人から 5 人へと，訓練キャンプの

参加前より参加後は，より上のランクへの進級を

目標とするようになった（図 7）。

（７）訓練キャンプ参加前後の「生きる力」の変化

　「IKR 評定用紙」の「生きる力」，および，上位

能力の「心理的社会的能力」「徳育的能力」「身体

的能力」，また，下位能力のいずれについても，

訓練キャンプ参加前と参加後で得点の有意な差は

認められなかった。しかし，項目レベルでは，「心

理的社会的能力」の下位能力「明朗性」の「失敗

しても，立ち直るのがはやい」の項目において，

参加前（3.7(SD=1.3)）より参加後（4.1(SD=1.5)）

の得点が有意に高く (t(17)=2.72,p<.05)，能力が

有意に向上していると判断された。また，「心理

的社会的能力」の下位能力「交友・協調」の「多

くの人に好かれている」の項目において，参加前

（3.6(SD=1.2)）より参加後 3.2(SD=1.2)）の得点が

有意に低く (t(18)=2.14,p<.05)，能力が低下して

いると判断された（表 6）。

（８）訓練キャンプ参加前後の「リーダーシップ

　　 能力」の変化

　「リーダーシップ能力」については訓練キャン

プ参加前と参加後の得点に有意な差は認められな

かった (t(15)=1.12,n.s.)。また，リーダーシップ

の PM 理論（三隅 ,1978）の P 機能，すなわち，

上位指標の「課題達成機能」については訓練キャ

ンプ参加前と参加後の得点に有意な差は認められ

なかった (t(18)=0.99,n.s.)。同様に，「課題達成

機能」の中位指標および下位指標のいずれについ

ても訓練キャンプの参加前後での得点の有意な差

は認められなかった。一方，M 機能，すなわち，

上位指標の「集団維持機能」については参加前

（32.1(SD=5.5)）より参加後 34.1(SD=6.0)）の得点

が有意に高く (t(18)=2.80,p<.01)，集団維持機能

のリーダーシップ能力が有意に向上していると判

断された。さらに，「集団維持機能」の中位指標の

「集団内の人間関係を円滑にしようとする力」は

参加前（15.8(SD=3.4)）より参加後 17.2(SD=3.6)）

の得点が有意に高く (t(18)=2.96,p<.01)，その

下位指標である「ユーモア・明るさ」は参加前

（7.7(SD=1.7)）より参加後 8.8(SD=2.0)）の得点が

有意に高く (t(18)=4.60,p<.001)，さらに，「ユー

モア ･ 明るさ」についての項目レベルでは「場を

和ますことができる」は参加前（3.4(SD=1.2)）よ

り参加後 4.2(SD=1.2)）の得点が有意に高かった

(t(18)=3.34,p<.001)（表 7）。

図７　訓練キャンプ参加前後の進級目標の変化

初級 ２級 １級 菊 ベンチャー 隼 富士
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（９）訓練キャンプ参加前後の「自尊感情」の変化

　「自尊感情尺度」については参加前 29.6(SD=8.7)

と参加後 31.1(SD=7.3) で有意な得点の差は認めら

れなかった (t(18)=0.90,n.s.)。

４．考察

（１）調査対象者の特徴

　本調査の調査対象者は，平均年齢 14 歳で，性

別はほとんどが男子（95％：18 名 /19 名），小

表６　「生きる力」の変化（事前調査 vs 事後調査）　t検定結果

平均 SD 平均 SD
115.6 17.6 114.8 15.4 0.15 12 .88
56.1 10.7 56.9 9.1 0.33 13 .75
8.4 2.2 8.4 1.8 0.00 16 1.00

いやなことは、いやとはっきり言える 4.1 1.4 4.5 1.0 0.96 16 .35
31.8195.13.18.33.12.4いなれそおは敗失なさ小

7.7 1.9 8.1 1.6 0.92 17 .37
自分からすすんで何でもやる 3.8 1.2 4.1 1.1 0.85 17 .41
前むきに、物事を考えられる 3.8 1.0 4.1 0.8 1.07 18 .30

7.6 2.5 8.0 2.7 1.37 17 .19
だれにでも話しかけることができる 3.8 1.4 4.0 1.6 0.57 18 .58
失敗しても、立ち直るのがはやい 3.7 1.3 4.1 1.5 2.72 17 .02

7.7 2.1 7.5 1.8 0.50 18 .63
8141.22.12.32.16.3るいてれか好に人のく多 .05

04.8178.09.03.43.11.4るきでくよ仲もでとれだ
8.2 2.3 8.1 1.9 0.31 18 .76

自分のことが大好きである 3.4 1.5 3.3 1.4 0.52 18 .61
だれにでも、あいさつができる 4.8 1.1 4.8 0.9 0.00 18 1.00

7.2 2.2 7.6 1.9 0.79 17 .44
先を見通して、自分で計画が立てられる 3.3 1.0 3.7 1.0 1.33 17 .20
自分で問題点や課題を見つけることができる 3.9 1.3 4.0 1.1 0.16 18 .88

7.7 1.5 8.0 1.4 0.84 18 .41
人の話しをきちんと聞くことができる 3.9 1.0 4.2 1.1 1.05 18 .31
その場にふさわしい行動ができる 3.8 0.9 3.8 0.8 0.21 18 .83

33.4 5.0 33.3 4.4 0.08 17 .94
7.3 2.4 7.5 1.8 0.40 18 .69

自分かってな、わがままを言わない 3.9 2.0 4.0 1.2 0.25 18 .80
お金やモノのむだ使いをしない 3.4 1.4 3.6 1.5 0.36 18 .72

8.6 1.1 8.8 2.0 0.58 17 .57
花や風景などの美しいものに、感動できる 3.9 1.0 3.9 1.3 0.00 18 1.00
季節の変化を感じることができる 4.6 0.9 4.9 1.2 1.68 17 .11

8.5 1.8 8.3 1.2 0.53 18 .60
00.18100.08.00.43.10.4く働くよ、にずらがやい

自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる 4.5 1.1 4.3 0.7 0.89 18 .38
8.6 1.6 8.7 1.6 0.35 18 .73

人のために何かをしてあげるのが好きだ 4.3 0.9 4.4 1.0 0.29 18 .77
08.8152.01.14.49.03.4るかわがみ痛の心の人

21.8 6.0 23.8 3.5 1.34 17 .20
6.6 2.3 7.2 1.6 1.84 18 .08

96.8139.11.18.36.13.3るあでき起早寝早
からだを動かしても、疲れにくい 3.3 1.2 3.4 1.2 0.29 18 .77

7.2 2.0 8.2 1.8 1.30 17 .21
23.8140.13.11.41.17.3いなけ負、にさ寒やさ暑

とても痛いケガをしても、がまんできる 3.6 1.4 4.1 0.9 1.34 17 .20
7.8 2.4 8.2 1.8 0.70 18 .49

ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える 3.9 1.4 4.1 1.1 0.62 18 .54
洗濯機がなくても、手で洗濯できる 3.9 1.3 4.1 1.0 0.62 18 .54

視野・判断

野外技能・生活

適応行動

徳育的能力

自己規制

自然への関心

まじめ勤勉

思いやり

ｐ

身体的能力

日常的行動力

身体的耐性

心理的社会的能力

積極性

明朗性

交友・協調

現実肯定

生きる力

事前調査 事後調査
ｔ値 df

非依存
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学校以後のスカウト経験（ビーバースカウト：

84％，カブスカウト：16％）を有するグリーンバー

スカウトが約 7 割（班長 9 名 (47％ ) と次長 4 名

(21％ )）であり，調査対象者の 9 割以上 (94.7％ )

がスカウト活動は楽しいと感じていた。すなわち，

本調査結果は，小さい時から楽しくスカウト活動

を行ってきた男子の班長・次長クラスのグリーン

バースカウトに関するものである。

注：制服につける班長章と次長章には，班長は 2 本，次

長は 1 本の緑色横線（グリーンバー）があることから，

班長と次長をグリーンバーと呼んでいる。

（２）訓練キャンプ参加後の感想・参加意義，「ス

　　 カウト技能への興味・自信」，「進級目標」の変化

　訓練キャンプに参加したすべてのスカウトが，

訓練キャンプは楽しく，そのうち約半数（47.4％）

はとても楽しかったと感じており，9 割以上

（94.7％）が「後輩にも参加をすすめる」と参加の

意義を感じていた。また，訓練キャンプに参加し

て，計測やロープのスカウト技能への興味や自信

が高まり，より上のランクへの進級を目指すよう

になった。

表７　リーダーシップ能力の変化（事前調査 vs 事後調査）　t検定結果

平均 SD 平均 SD
82.1 12.6 84.4 11.8 1.12 15 .28
47.8 8.7 46.3 9.2 0.99 18 .34

困難に自ら立ち向かおうとする力 15.7 3.8 14.9 3.5 1.20 18 .24
7.6 2.1 6.7 2.0 2.07 18 .05

人が嫌がることでも自分から進んで取り組むことができる。 3.8 1.1 3.4 1.0 1.59 18 .13
すすんでお手伝いや勉強をすることができる。 3.8 1.2 3.3 1.2 1.82 18 .86

8.1 2.0 8.2 2.0 0.29 18 .77
危ないことを予測して避けることができる。 3.9 1.0 4.1 1.3 0.83 18 .42
その場の状況にあわせて考えることができる。 4.2 1.0 4.1 0.9 0.21 18 .83

14.9 3.2 15.1 3.6 0.16 18 .88
7.4 1.5 7.3 1.9 0.25 18 .81

決めた時間にあわせて行動することができる。 3.9 0.9 3.7 1.0 0.85 18 .41
先のことを考えて行動することができる。 3.5 1.1 3.6 1.1 0.37 18 .72

7.5 1.8 7.7 2.0 0.56 18 .59
00.18100.00.18.30.18.3。るきでがとこす話てえ考を容内

反省したことを次の行動や活動に生かしている。 3.7 0.9 3.9 1.2 0.85 18 .41
17.3 3.0 17.2 2.7 0.17 15 .87
8.1 2.3 8.2 1.6 0.27 16 .79

物事をいろいろな方向から見ることができる。 3.8 1.1 3.9 0.9 0.20 18 .85
 わからないことは自分で調べることができる。 4.3 1.4 4.3 1.2 0.00 18 1.00

9.2 1.2 8.7 1.7 1.58 17 .13
うまくいくようにいろいろな工夫をすることができる。 4.1 0.8 4.2 0.9 0.33 18 .75
興味のあることにチャレンジしてみたい。 5.1 0.7 4.7 1.0 1.72 17 .10

32.1 5.5 34.1 6.0 2.80 18 .01
16.3 3.5 16.9 2.9 1.10 18 .29
7.9 2.1 8.4 1.7 1.19 18 .25

自分がするべき役割をはっきりわかっている。 4.1 1.4 4.3 0.9 0.89 18 .39
 全体の目標にあわせて活動に取り組んでいる。 3.9 1.0 4.1 1.0 1.07 18 .30

8.4 1.8 8.5 1.7 0.53 18 .60
ルールや約束を必ず守ることができる。 4.3 1.0 4.4 0.8 0.57 18 .58
親や先生に言われなくても規則にしたがうことができる。 4.1 1.0 4.2 1.0 0.25 18 .80

15.8 3.4 17.2 3.6 2.96 18 .01
8.1 1.9 8.4 1.9 0.88 18 .39

困っている友だちがいたら励ますことができる。 4.3 1.2 4.5 1.3 0.85 18 .41
友だちの立場に立って話を聞くことができる。 3.8 1.1 3.9 0.8 0.44 18 .67

7.7 1.7 8.8 2.0 4.60 18 .00
明るく元気にあいさつや返事ができる。 4.3 1.0 4.6 1.1 1.10 18 .29

00.8143.32.12.42.14.3。るきでがとこすま和を場

ユーモア・明るさ

役割を意識し、集団の規範を守る力
役割意識

規範意識

集団内の人間関係を円滑にしようとする力
伝達・コミュニ

ケーション

省察・アクション

情報を収集し、創造力をもって課題を解決しようとする力
情報収集

想像力

集団維持機能（Maintenance)機能

df ｐ

リーダーシップ

計画・判断

事前調査 事後調査
ｔ値

課題達成（Performance)機能

意欲・自立性

危機意識

計画的に考え行動する力
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（３）訓練キャンプの「生きる力」「リーダーシップ」

　　 「自尊感情」への効果

　事前調査と事後調査の各尺度得点の差の検定結

果から，生きる力，その上位能力の心理的社会的

能力，徳育的能力，身体的能力，および，その下

位能力のいずれにおいても，また，自尊感情にお

いても，訓練キャンプの参加による有意な効果は

認められなかった。しかし，リーダーシップの上

位指標である集団維持機能，および，その中位指

標の「集団内の人間関係を円滑にしようとする

力」，その下位指標の「ユーモア ･ 明るさ」に関

するリーダーシップ能力については，訓練キャン

プの参加による有意な効果が認められた。今回の

訓練キャンプは，新多磨地区内の 13 のボーイス

カウト隊から選抜されたスカウトによる 2 泊 3 日

の野営技能向上，班運営や班長・次長としての意

識向上のための訓練キャンプであり，普段別々の

隊で活動しているスカウトによる混成班で，さら

に，スカウトの 7 割がグリーンバー（班長・次長）

であったことから，班長として，あるいは，次長

として，どのように班をまとめていくのかという

共通の課題を持ち，共に活動することから，互い

がよきモデルとなり，相互に影響を与え合い，互

いに学びあう機会を得たと解釈できる。特に，リー

ダーシップの集団維持機能の，“場を和ますこと

ができる”といった，「集団内の人間関係を円滑

にしようとする力」や，「ユーモアや明るさ」といっ

たリーダーシップや社会的スキルが向上したこと

は，野外でスカウト技能を競うゲーム（計測，火

熾し，ロープ結び，料理コンテスト）や営火（キャ

ンプファイヤー）などでの“楽しさ”を通じて得

られたものであると考えられる。すなわち，スカ

ウト教育において，活動は，スカウトにとって楽

しいゲームという要素を基本としており，スカウ

ト達は，スカウティングという楽しいゲームに熱

中する間に，ひとりでに，「人格」「健康と体力」「知

識と技能」「奉仕」の社会人に必要な 4 つの資質

を高めていくとされる。“楽しさ”を通じた教育

は，ボーイスカウト教育の特徴であるが，ともす

れば，体験活動は，楽しさだけを狙ったプログラ

ムや単なる体験や遊びのレベルに留まることにな

るが，本調査の結果は，ノンフォーマル教育とし

てのボーイスカウト教育の有用性と可能性を示す

ものである。

（４）本研究の問題と今後の課題

　最後に，本研究の問題と今後の課題について述

べる。本研究は，地区のグリーンバー（班長，次

長クラス）から成る混成隊による 2 泊 3 日の訓練

キャンプとしての体験活動について，ノンフォー

マル教育としてのボーイスカウトにおける体験活

動が青少年に与える影響を明らかにすることがで

きた。しかし，本調査においては，単発的な混成

隊における訓練キャンプでの体験活動であり，ま

た，調査対象者のほとんどが男子スカウトであっ

た。よって本調査の結果を，より日常的なスカウ

ト教育の効果に一般化することには注意が必要で

ある。より日常的なスカウト教育の効果をみるた

めには，普段の隊における活動について，多様な

地域，多様な年齢や性別のスカウトを対象とした，

より長期的，継続的な調査の実施と，そこから得

られた多様な側面に関する質的，および，量的デー

タによる実証的研究が望まれる。
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